
 
 
 

～今日よりも明日を住みやすい地域にするために～
まちぢから協議会とは？

■ まちぢから協議会とは？
→自分の住んでいる地域をより良くするための協議の場・自由な
　話し合いの場です。
　まちぢから協議会は、地域の様々な情報を共有したり、課題を解決
したりすることによって、「まち」の「ちから」を発揮し、より良いま
ちづくりを進めるための地域と行政との協働による住民自治の取り組
みです。
　平成24年度のモデル事業から進めてきた取り組みの結果、市内13
の区域のうち、12地区で地区まちぢから協議会が設立され、公益の
増進に資する取り組みを行っています。
　地区まちぢから協議会の特徴としては、地区内の全自治会を中心に
地区社会福祉協議会、地区民生委員児
童委員協議会などの各種団体が参画し、
さらに個人が部会活動や公募委員とし
て活動に参加することによって、地域
の誰もが当事者として関わることがで
きる仕組みとなっています。
　さらに、市の条例に定められた要件
に合致したまちぢから協議会について
は、市長が認定を行い、助成金の交付
や市職員が地域担当職員として公益的
な活動を推進するための助言・情報提
供を行っています。

■ まちぢから協議会の目指すところ
→これまでは、行政や地域の団体がそれぞれ個別に活動していました。
　これからは、さまざまな分野や世代の力を合わせて「地域の力」を発揮
することを目指します。
　さらに、課題や情報を共有してきた「協議」の場から、課題解決の

「実践」の場になることに期待します。

主役は‘私たち’
自ら当事者意識をもって、地域のことを考え

一緒に活動しましょう！

自分の地域の問題
災害への備え・高齢化・交通・防犯・子育て

行政や地域の団体がそれぞれ個別に活動していた

様々な分野や世代の力を合わせて「地域の力」を発揮！

老人会
個人 自治会

行政等
（国・県・市） 社会福祉協議会

子ども会

災害避難に関して
知っておくべき
５つのポイント

地震編
新型コロナウイルス感染症が収束しない中でも
災害時には「危険な場所にいる人は避難することが原則」です。

　 問 合  茅ヶ崎市防災対策課　☎（82）1111（代表）　
詳細は市ホームページをご確認ください。

自宅が安全な人まで、
避難所に行く必要はありません。

　自宅が安全であれば、「在宅避難」
が原則です。
　自宅の防災対策（ 耐震化や家具の
固定（ 転倒防止 ）、窓ガラスの飛散
防止 など ）をしておきましょう。

1

親戚や知人宅へ避難することを
普段から話し合っておきましょう。

　避難先は小中学校だけでは
ありません。
　親戚や知人などと、お互い
が避難先となり得るよう、日
頃から声をかけあっておきま
しょう。

2

避難の際は、
飲み物や食べ物・身の回り品のほか
衛生用品や体温計などを
持参しましょう。

　日頃から非常時持ち出し品を準備し
ておきましょう。
　家庭での備蓄は 「ローリングストッ
ク」を活用しましょう。
　小型テントを持参すると感染予防に
も役立ちます。

4

災害時に情報を得る手段を
日頃から確認しておきましょう。

　避難所の情報など、市の最新情報に留意してください。
【災害時に市が情報を発信する主な媒体】
□防災行政用無線
□電話応答サービス（82－5555）
□防災ラジオ
□ｔｖｋデータ放送
□ＨＰ　□メール
□ツイッター　□ＬＩＮＥ　

3

車両での避難はやめましょう。
　やむを得ず車中避難（車中泊）をする
ときは、エコノミークラス症候群など
に注意してください。

5

茅
ヶ
崎
市
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
連
絡
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
本
市
の
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
域
へ
の
愛
着
や
帰
属
意
識
の
希

薄
化
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
地
域
課
題
へ
の
対
応
が
ま
す
ま

す
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
代
社
会
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
皆

様
に
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
、
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
世
界
的
に
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
猛
威
に
よ
る
社
会
経
済
へ
の
影
響
、
人
と
人
と
の

接
触
や
交
流
を
避
け
る
こ
と
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響

は
、
計
り
知
れ
な
い
状
況
で
す
。

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
を
は
じ
め
、
自
治
会
や
各
種
団
体
の

活
動
が
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、
先
の
見
え
ぬ

状
況
に
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
一
方
で
、
働
き
に
出
て
い
た
現
役
世
代
が
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
の
在
宅
勤
務
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
動
や
交

流
に
目
を
向
け
始
め
る
な
ど
プ
ラ
ス
の
側
面
も
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
一
部
の
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

広
報
掲
示
板
、
回
覧
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
の
見
直

し
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
の
実
施
、
電
子
媒
体
に
よ
る
自
治
会
回
覧
、LIN

E

を
活

用
し
た
情
報
共
有
な
ど
、
対
面
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
下

に
お
い
て
も
、
地
域
活
動
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
新
し
い
生
活

様
式
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
の
検
討
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
会
報
紙
「
ま
ち
ぢ
か
ら
」
は
、
各
地
域
に
お
け
る

防
災
対
策
を
特
集
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
地
域

の
課
題
に
、
常
に
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
る
前
向
き
な
姿
勢
は
、

災
害
発
生
時
に
も
共
助
の
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
防
災
対
策
課
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
部
署

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
防
災
部
会
の
活
動
を
は
じ
め
、
防

災
訓
練
の
企
画
、
避
難
所
運
営
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
、か
け
が
え
の
な
い
素
晴
ら
し
い
日
々

で
あ
っ
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
ピ
ン
チ
を
新
た
な
手
法
の
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ
る

よ
う
、
市
政
運
営
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

過
去
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
の
皆
様
の
自
由
な
ア

イ
デ
ア
と
行
動
力
に
よ
る
「
ま
ち
」
の
「
ち
か
ら
」
を
発
揮
し
、

課
題
解
決
等
に
資
す
る
地
域
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

各
地
域
の
皆
様
も
色
々
な
思
い
を
抱

え
な
が
ら
、
日
々
お
過
ご
し
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
今
年
度
計
画
し
て
い
た

様
々
な
活
動
が
中
止
さ
れ
、
公
共
施

設
が
利
用
で
き
な
い
状
況
で
集
ま
る

こ
と
が
で
き
ず
、
情
報
の
伝
達
に
は
苦

労
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
は
、
い
つ
終
息
す
る

か
？
不
透
明
な
状
況
の
中
、
今
後
も
ひ

と
り
一
人
が
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
を
行
い

早
く
以
前
の
よ
う
な
日
常
に
戻
り
、
全

て
の
活
動
が
再
開
出
来
る
事
を
願
い
ま

す
。（
Ｙ
・
Ｉ
）

新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
た

　
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
活
動
へ
の
期
待
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市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
地
区
の
ま
ち
ぢ
か
ら

協
議
会
に
対
し
、
ご
理
解
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
は
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
か
ら
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
当
会
も
そ
の
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
何
と
か
７
月
に
は
定
例
会
を
再
開
し
、
行
政

か
ら
の
連
絡
や
説
明
、
当
会
の
事
業
に
つ
い
て
の
議
論
を
始
め

ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
す
。
地
域
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
例
年
の
事
業
が
行
え
な
い
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
運
営
を

行
う
か
悩
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

も
見
通
し
が
難
し
い
状
況
で
、
新
し
い
生
活
様
式
を
と
の
声
も

あ
る
な
か
で
、
地
域
づ
く
り
の
取
組
も
改
め
て
考
え
る
よ
い
機

会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
連
絡
会
で
は
昨
年
度
、
自
治
会
の
加
入
率
が
下
が
る
傾

向
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
加
入
率
を
向
上
さ
せ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
の
議
論
を
始
め
て
い
ま
す
。
自
治
会

は
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
大
事
な
基
盤
で
す
。
自
治
会
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
互
い
に
交
流
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
良

い
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
各
地
区
の
特
性
を
生
か
し
た
防
災
の
取
組
を
互
い
に

情
報
交
換
し
、
公
助
で
あ
る
市
の
取
組
と
円
滑
な
連
携
が
行
え

る
よ
う
に
、
防
災
部
会
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
毎
年
の

よ
う
に
起
き
る
台
風
被
害
や
水
害
、
そ
し
て
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
地
震
な
ど
の
災
害
は
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
も
待
っ
て

は
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
本
年
の
広
報
紙
は
、

防
災
の
取
組
を
特
集
い
た
し
ま
し
た
。
自
助
、
共
助
、
公
助
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
向
こ
う
三
軒
両
隣
は
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議

会
の
基
本
の
理
念
で
す
。
共
助
を
最
大
限
発
揮
す
る
こ
と
に
よ

り
、
茅
ヶ
崎
市
が
災
害
に
強
い
ま
ち
で
あ
る
よ
う
に
、
ひ
と
り

一
人
が
日
頃
の
生
活
の
な
か
で
、
考
え
備
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
の
ち
に
は
、
ま
た
、

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
を
と
お
し
て
、
多
く
の
人
が
地
域
づ
く
り

に
係
わ
り
、
多
く
の
市
民
の
方
の
声
が
よ
り
反
映
さ
れ
る
よ
う

な
取
組
が
行
え
る
よ
う
に
、
ま
た
ひ
と
り
一
人
が
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
作
る
。」
と
い
う
当
事
者
意
識
を
も
っ

て
、
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
取
組
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

まちぢから
協議会

自治会・体育振興会・子ども会
青少年育成推進協議会

地区社会福祉協議会・公募委員・個人・
民生委員・児童委員協議会　など

令和2年度まちぢから協議会連絡会委員
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湘北
長嶋 憲治
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今
年
度
は
合
同
防
災
訓
練
が
中
止
と

な
り
、
下
町
自
治
会
は
単
独
に
て
災
害

時
安
全
確
認
訓
練　
（
無
事
の
標
識
を
玄

関
先
に
出
す
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
現
組
長
と
前
組
長
が
ペ
ア
で

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
名
簿
を
も
っ
て
「
無

事
」
の
表
示
有
無
を
確
認
し
防
災
本
部

に
報
告
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
名
簿
に

は
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
前
も
記
載

さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
防
災

倉
庫
の
備
品
点
検
に
つ
い
て
一
覧
表
を

基
に
実
施
し
合
わ
せ
て
発
電
機
等
の
取

り
扱
い
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
地
震
中
心
に

な
っ
て
い
た
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
、
自
治
会
防
災
会
と
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
連
携
、
災
害
時
の
連
絡
網
の
再
構
築

等
々
近
年
の
大
型
台
風
等
に
向
け
た
新

た
な
対
応
を
防
災
会
議
の
中
で
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

南
湖
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

新
た
な
災
害
に
そ
な
え
て

「無事」標識等を確認して防災本部に報告

　
松
林
地
区
の
自
治
会
に
は
約
60
台
の

デ
ジ
タ
ル
無
線
機
（
総
合
通
信
局
の
高

感
度
携
帯
無
線
機
）
が
あ
り
ま
す
。
災

害
時
の
通
信
手
段
と
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
技
師
の
協
力
を
得
て
毎
月
第
１
日

曜
日
に
活
用
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
被
災
状
況
、
避

難
所
状
況
、
安
否
確
認
、
救
出
救
護
、

消
火
活
動
、
負
傷
者
の
搬
送
や
受
入
れ

先
な
ど
に
つ
い
て
速
や
か
な
情
報
伝
達

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
電
話
や
携
帯
や

ス
マ
ホ
等
の
通
信
手
段
は
発
災
障
害
に

よ
る
制
限
や
不
通
が
起
り
が
ち
で
す
。

　
そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
デ
ジ
タ
ル
無

線
機
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
で
各
自
治
会
内
で

の
情
報
交
換
、
各
自
治
会
と
拠
点
（
小

中
学
校
が
地
区
拠
点
に
な
り
ま
す
）
間

で
の
情
報
交
換
、
そ
の
後
に
地
区
拠
点

と
市
役
所
本
部
間
の
情
報
交
換
に
進
み

ま
す
。

　
災
害
後
余
裕
が
で
き
れ
ば
自
治
会
同

士
の
連
絡
も
取
れ
、
お
互
い
の
情
報
共

有
や
物
品
の
融
通
な
ど
を
話
し
合
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

松
林
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

災
害
時
の
情
報
の

　
収
集
と
伝
達

 

デジタル 

    無線機 

　
発
災
直
後
・
・
・
自
治
会
か
ら
指
定

さ
れ
た
「
一
時
避
難
場
所
へ
避
難
し
て

被
害
状
況
を
報
告
す
る
」

　
こ
の
場
合
は
、「
自
分
た
ち
の
自
治
会

館
も
し
く
は
近
く
の
公
園
な
ど
」
に
な

り
ま
す
。

　
そ
の
後
、地
区
内
の
「
避
難
施
設
（
小

学
校
・
中
学
校
）
が
開
設
さ
れ
た
ら
、

最
寄
り
の
避
難
施
設
に
避
難
す
る
。
被

害
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
在
宅

避
難
が
基
本
で
す
。

　
小
出
地
区
の
場
合
４
ヶ
所
の
「
避
難

施
設
（
小
中
学
校
）
が
あ
り
ま
す
。

① 

大
庭
小
学
校　
② 

滝
の
沢
小
学
校 

③ 

小
出
小
学
校　
④ 

北
陽
中
学
校

注
記　
貴
方
は
、
大
地
震
が
発
生
し
た

時
、
ど
の
避
難
施
設
に
避
難
す
る
の
か
、

自
治
会
長
と
相
談
し
て
、
取
り
決
め
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

小
出
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

「
大
地
震
が
発
生
し
た
時
」

　
貴
方
は
ど
こ
の「
避
難
施
設
」

　
　
に
避
難
し
ま
す
か

トリアージ訓練の様子（昨年）

　
茅
ヶ
崎
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の

活
動
ポ
リ
シ
ー
は
「
一
人
で
も
多
く
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
活
動
方
向
を
決
定

す
る
」
こ
と
で
す
。
当
地
区
の
地
域
特

性
は
過
半
数
の
単
位
自
治
会
が
マ
ン

シ
ョ
ン
自
治
会
で
あ
る
こ
と
や
多
く
の

公
的
施
設
、
大
型
店
舗
が
存
在
す
る
こ

と
で
地
域
外
の
人
々
も
多
く
集
ま
る
こ

と
で
す
。

　
こ
の
地
域
特
性
に
対
し
地
域
防
災
を

担
う
た
め
に
防
災
部
会
を
設
置
し
、
防

災
訓
練
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
防

災
訓
練
に
は
毎
年
４
０
０
名
前
後
の
地

域
住
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
本
年
２
月
に
は
地
区
内

防
災
リ
ー
ダ
ー
56
名
が
参
加
し
た
「
情

報
交
換
会
」
を
開
催
し
、
昨
年
の
台
風

15
号
・
19
号
に
お
け
る
風
水
害
に
対
す

る
市
の
対
応
や
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

市
及
び
校
長
先
生
に
お
話
を
伺
っ
た
後
、

マ
ン
シ
ョ
ン
・
戸
建
て
自
治
会
ご
と
に

グ
ル
ー
プ

討
議
を
行

い
ま
し
た
。

今
後
は
こ

こ
か
ら
出

た
課
題
等

を
解
決
す

る
活
動
を

進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

茅
ヶ
崎
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

み
ん
な
で
創
る

　
み
ん
な
の
ま
ち

防災リーダー情報交換会

　
川
崎
市
へ
は
男
女
共
同
参
画
、
富
士

市
に
は
防
災
全
般
に
つ
い
て
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
の
防
災

訓
練
で
は
浜
須
賀
中
学
校
の
生
徒
に
よ

る
簡
易
ト
イ
レ
製
作
方
法
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
女
性
の
意
見
を
重
視
す
る
こ
と

が
多
々
あ
り
、
そ
の
準
備
と
し
て
も
、

今
後
、
各
世
代
の
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
避
難
所
ご
と
に
、
配
置
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。
女
性
は
、
家
事
、
子

育
て
、
介
護
等
の
ケ
ア
の
役
割
を
担
う

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
防
災
・
災
害

復
興
の
各
場
面
で
男
性
と
共
に
女
性
も

主
体
的
な
参
画
を
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
昨
年
の
台
風
で
砂
浜
が
消

え
遊
歩
道

が
寸
断
さ

れ
た
様
子

で
す
。
毎

年
繰
り
返

さ
れ
る
自

然
災
害
。

も
し
地
震

に
よ
る
津

波
が
起
き

れ
ば
想
像

を
絶
し
ま

す
。
住
み

良
い
町
を

ま
ち
の
ち

か
ら
で
守

り
ま
す
。

浜
須
賀
地
区
ま
ち
の
ち
か
ら
協
議
会

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の

　
避
難
所
運
営
を
め
ざ
し
て

菱沼海岸の砂浜の様子（昨年）

　
令
和
２
年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災

害
は
、
九
州
地
方
を
は
じ
め
多
方
面
で

多
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
湘
南
地
区
は
豪
雨

に
よ
る
隣
接
す
る
川
（
相
模
川
、
小
出

川
等
）
の
氾
濫
に
よ
る
洪
水
災
害
の
リ

ス
ク
が
あ
る
中
で
、
早
急
な
洪
水
対
策

が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
湘
南
地
区
ま
ち

ぢ
か
ら
協
議
会
で
は
、
去
る
、
９
月
６

日(

日)

、コ
ミ
セ
ン
湘
南
に
て
、行
政
（
防

災
対
策
課
）
と
各
自
治
会
（
自
主
防
災

会
）、
各
団
体
の
代
表
者
と
の
情
報
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
35
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

①
避
難
所
の
開
設
タ
イ
ミ
ン
グ
、
②
避

難
場
所
、
避
難
方
法
、
③
警
戒
レ
ベ
ル

の
行
政
か
ら
の
連
絡
方
法
等
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
湘
南
地
区
で
は
、
防
災
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
、
洪
水
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
冊
子
を
発
行
し
全
戸
配
布
す
る
予

定
で
す
。

湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

洪
水
対
策
に
向
け
た
活
動

各自治会、各団体代表35名による
行政との情報交換会

　
自
治
会
の
立
地
条
件
等
が
違
え
ば
災

害
対
応
行
動
も
違
っ
て
い
い
と
の
ス
タ

ン
ス
で
、
地
区
共
通
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
局
面

を
紹
介
し
ま
す
。

①
災
害
時
対
応
行
動
に
つ
い
て

　
地
区
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
系
自
治
会
は
、

建
物
の
耐
震
性
、
あ
る
程
度
の
高
さ
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
単
位
自
治
会
内
で
の

垂
直
避
難
・
安
否
確
認
・
救
護
活
動
を

完
結
さ
せ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
地
域
自
治
会
は
、
避

難
所
の
運
営
協
力
を
含
め
て
避
難
・
救

護
活
動
を
検
討
す
る
。
避
難
支
援
が
必

要
な
対
象
者
の
絞
込
み
と
避
難
計
画
を

作
る
。
避
難
所
の
開
設
に
合
わ
せ
、
運

営
支
援
も
考
慮
す
る
こ
と
と
し
、
配
備

職
員
・
学
校
関
係
者
と
の
打
合
せ
を
考

え
る
。

②
災
害
情
報
等
の
授
受

　

単
位
自
治
会
及
び
学
校
等
避
難
所

（
地
区
防
災
・
支
援
物
資
拠
点
）
間
で
ト

ラ
ン
シ
ー
バ

に
よ
る
情
報

交
換
を
行
い

ま
す
。
毎
月

二
回
、
西
コ

ミ
セ
ン
の
屋

上
ア
ン
テ
ナ

を
親
機
と
し

て
、
交
信
テ

ス
ト
を
実
施

中
で
す
。

鶴
嶺
西
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

当
地
区
の

　『
災
害
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

　
湘
北
地
区
は
団
地
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の

集
合
住
宅
（
３
自
治
会
）
と
戸
建
て
住

宅
地
域
（
４
自
治
会
）
の
７
自
治
会
で

構
成
し
、会
員
世
帯
数
は
７
，２
４
７(

令

和
２
年
３
月
末)

で
あ
り
ま
す
。

　
当
地
区
は
、
茅
ヶ
崎
市
で
３
番
目
の

大
き
な
ク
ラ
ス
タ
ー
（
延
焼
運
命
共
同

体
）
を
形
成
す
る
火
災
危
険
地
帯
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
訓
連
場
所
に

集
合
し
て
実
施
す
る
や
り
方
か
ら
、
実

際
の
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
へ
と
変
更

し
、
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
と
そ
の

結
果
を
災
害
拠
点
に
伝
達
す
る
一
連
の

流
れ
と
し
た
訓
練
方
式
へ
の
変
更
を
検

討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
中
止
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
訓
練
は
、

自
主
防
災
会
を
始
め
と
し
地
域
関
連
団

体
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
地

域
の
共
通
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
現
在
の
自
治
会
連
合
会
が
主
体
と

な
っ
た
活
動
か
ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
活
動
（
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
へ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
連

合
会
役
員
会
に
て
検

討
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
、
関
連
団
体
を

含
め
た
意
見
交
換
の

場
を
立
ち
上
げ
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

湘
北
地
区
自
治
会
連
合
会

自
治
会
連
合
会
事
業
の
紹
介

連合会 役員会議（月１回）

　
火
災
ク
ラ
ス
タ
ー
地
域
で
あ
る
当
地

区
で
は
、
防
災
安
全
部
会
を
組
織
し
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
地
区
防
災
訓

練
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
力
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。特
に
防
災
リ
ー

ダ
ー
数
は
２
９
５
名
と
地
区
別
で
は
最

大
級
の
陣
容
を
抱
え
、
強
力
な
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
設
置
を
進
め
、
茅
ケ
崎
市
の
補
助
金

を
利
用
し
て
令
和
２
年
度
ま
で
に
５
，

４
９
０
個
、自
治
会
加
入
者
の
８
０・４
％

に
設
置
し
、
今
後
は
自
治
会
未
加
入
世

帯
へ
の
設
置
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
感
染
症
の
蔓
延
下
、
避
難

所
運
営
を
再
検
討
し
、
行
政
の
協
力
を

得
な
が
ら
地
区
の
特
性
を
考
慮
し
た
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
令
和
２
年
度
に
発
行

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

海
岸
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

住
ん
で
良
か
っ
た

　
ま
ち
づ
く
り

中学生も一緒に救出訓練（昨年）

　
辻
堂
駅
前
の
赤
松
町
エ
リ
ア
を
対
象

に
市
と
協
働
で
防
災
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幅
広
い
年
代

の
参
加
者
の
話
し
合
い
の
中
で
、
あ
る

お
子
さ
ん
か
ら
『
街
頭
消
火
器
が
色
あ

せ
て
い
て
目
立
た
な
い
。』
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
早
速
参
加
メ
ン
バ
ー
が
対

応
し
ま
し
た
。
赤
ペ
ン
キ
を
購
入
、
ワ

イ
ヤ
ー
ブ
ラ
シ
で
錆
を
落
と
し
下
地
塗

り
・
上
塗
り
を
し
て
該
当
自
治
会
内
の

58
か
所
を
塗
り
終
え
ま
し
た
。
塗
っ
て

い
る
と
近
所
の
人
が
出
て
き
て
『
こ
こ

に
も
有
る
よ
』
と
教
え
て
く
れ
、
更
に

消
火
器
の
周
り
の
掃
除
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
消
防
署
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ

お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
で
出
来
る
事
は
「
地
域
」

で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

小
和
田
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

「
街
頭
消
火
器
」を
キ
レ
イ
に
か
ら

　「
周
り
」
も
キ
レ
イ
に
へ
!!

　
現
在
、
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

に
お
い
て
は
、
防
災
部
を
中
心
に
避
難

所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
し
て
お
り

地
域
に
即
し
た
物
に
す
る
よ
う
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

　

先
般
、
海
岸
地
区
よ
り
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
完
成
し
た
の
で
参
考
に
と
、マ
ニ
ュ

ア
ル
を
頂
き
ま
し
た
。
海
岸
地
区
、
南

地
区
で
協
力
体
制
が
で
き
れ
ば
と
参
考

に
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
当
地
区
は
、
茅
ヶ
崎
小
学
校
区
で
６

自
治
会
並
び
に
海
岸
地
区
３
自
治
会
が

避
難
所
の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
た
め
、
日
頃
よ
り
交

流
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
防
災
訓
練
も
海
岸

地
区
の
３
自
治
会
も
見
学
参
加
を
希
望

し
て
お
り
、
今
後
の
訓
練
に
取
り
入
れ

て
ゆ
く
方
向
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
地
域
の
減
災
の
た
め
情

報
交
換
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

茅
ヶ
崎
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

南
地
区
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
作
成
に
つ
い
て

防災訓練避難所説明（昨年）

　
台
風
・
豪
雨
時
の
水
害
、
地
震
時
の

災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染

予
防
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
避
難
所
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
台
風
15
号
及
び
19
号
の
避
難

所
対
応
の
課
題
も
含
め
、
鶴
嶺
東
自
主

防
災
連
合
会
を
中
心
に
今
年
度
は
５
年

ぶ
り
に
合
同
防
災
訓
練
を
11
月
15
日
に

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
為
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
自
治
会
に
よ
っ
て
は
、

３
～
４
か
所
に
避
難
所
が
分
散
す
る
た

め
安
否
確
認
表
（
要
配
慮
者
）
を
各
自

治
会
ご
と
に
見
直
し
、防
災
リ
ー
ダ
ー
・

配
備
職
員
等
避
難
所
ご
と
に
連
絡
網
を

今
期
中
に
作
成
し
、
よ
り
具
体
的
か
つ

実
践
に
即
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
し

て
い
く
予
定
で
す
。

鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

自
助
・
共
助
の
前
に
近
助

鶴嶺東地区普通救命講習会の様子（昨年）

　
松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
で
は

前
年
度
の
防
災
訓
練
で
要
支
援
者
避
難

行
動
と
し
て
、
車
イ
ス
の
操
作
実
習
を

行
い
、
各
自
治
会
で
車
イ
ス
を
押
し
て

道
路
障
害
物
を
確
認
し
て
避
難
所
ま
で

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
避
難
所
で

は
ス
ロ
ー
プ
や
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
訓

練
参
加
者
全
員
が
操
作
を
体
験
し
ま
し

た
。
操
作
の
難
し
さ
が
わ
か
り
又
、
楽

し
い
訓
練
と
の
感
想
も
多
く
評
判
の
良

い
訓
練
で
し
た
。

　
松
浪
地
区
は
水
害
の
発
生
率
は
少
な

い
と
言
わ
れ
ま
す
が
排
水
能
力
を
超
え

た
想
定
外
の
大
雨
で
床
下
浸
水
の
可
能

性
も
あ
り
、
又
台
風
の
大
型
化
に
よ
る

強
風
被
害
を
考
慮
す
る
必
要
も
出
て
来

ま
し
た
。

　
松
浪
地
区
は
ク
ラ
ス
タ
ー
火
災
の
危

険
度
は
高
い
為
、
こ
れ
か
ら
の
災
害
対

策
を
松
浪
地
区
内
の
各
種
の
会
議
に
て

発
表
を
し
て
住
民
意
識
の
向
上
に
努
め

て
行
き
ま
す
。

松
浪
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

要
支
援
者
に
優
し
い

　
ま
ち
づ
く
り

　自然災害への対応では、自ら備え、自らの身を守る「自
助」が基本ですが、地域の助け合いにより地域を守る「共
助」、行政などの公的機関による「公助」が、それぞ
れ協働し、一体となって取り組む事が大切です。
　また、本市は、地震、津波、延焼火災、洪水、土
砂災害など様々な災害リスクを抱えており、「共助」に
おいても各地区の特性を捉えた活動が重要となります。
　「共助」の活動は様々ありますが、大きく分けると、
平常時の活動と災害時の活動があります。
　平常時に期待される活動としては、地区内での連携
体制の構築や防災リーダー等の人材育成、防災資器材
の整備、防災訓練等を通じた防災知識の普及や応急活
動技術の習得、顔の見える関係づくりなど要配慮者支
援の準備などがあります。
　一方、災害時には、安否確認や避難支援といった要
配慮者への支援、被害状況等の情報収集と地区防災

拠点（小中学校）への伝達、救援物資の配布協力、避
難所の運営協力などが期待されています。
　特に、最近の大規模災害の教訓を踏まえると、要支
援者への支援は、ますます重要な活動となっています。
市内各地区でも避難行動要支援者名簿を活用いただき
ながら取り組んでいただいておりますが、全国的にも
課題が多く、本市でも地域団体の皆様が活動し易いよ
う、連携して取り組んでいきたいと考えています。
　本市では、様々な地域団体が防災活動に積極的に取
り組んでいただいております。特に昨年度、茅ヶ崎市
まちぢから協議会に防災部会が設置され、各地区の防
災活動もますます充実していくものと考えています。市
は「公助」として今後も「自助」「共助」の防災活動を
支援し、総ぐるみで安全安心なまちづくりを進めていき
ます。

茅ヶ崎市防災対策課

今だからこそ考えよう防災対策

避難行動要支援者の論議
（昨年度の市民集会）（昨年）

平成２年８月防災対策部会の会議

文字部はテープでマスキング

塗装前、塗装後の例

本宿自治会内58箇所の色褪せた街
頭消火器の再塗装を自治会役員が実
施いたしました。

塗装前 塗装後

本宿自治会の
唐沢さんの
美しい姿

デジタル無線機
カンタン、いつでも快適
資格なしですぐ使える
5Wハイパワーデジタル
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